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ギ
リ
ス

定
年
制
、
二
〇
一
一
年
四
月

以
降
廃
止
へ

　

政
府
は
七
月
、
法
定
定
年
年
齢

（default retirem
ent age

）
を
二

〇
一
一
年
四
月
以
降
原
則
と
し
て
廃

止
す
る
方
針
を
示
し
た
。
現
行
制
度

は
、
従
業
員
が
六
五
歳
に
達
す
る
六

カ
月
前
ま
で
に
通
知
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
雇
用
主
が
退
職
を
強
制
す
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
政
府
案
は
、

四
月
か
ら
こ
の
通
知
を
禁
止
し
た
う

え
で
、
六
カ
月
の
移
行
期
間
を
経
た

一
〇
月
以
降
は
、
定
年
年
齢
に
よ
る

解
雇
を
原
則
と
し
て
禁
止
す
る
と
し

て
い
る
。

　

法
定
定
年
年
齢
の
廃
止
は
、
連
立

政
権
が
政
策
協
定
に
盛
り
込
ん
だ
項

目
の
ひ
と
つ
だ
。
す
で
に
六
月
に
は
、

二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
「
段
階
的
に

廃
止
」（phase out

）
す
る
と
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、

七
月
二
九
日
に
開
始
し
た
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
（
一
般
向
け
の
意
見
聴

取
）
で
、
完
全
廃
止
の
時
期
な
ど
よ

り
具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
文
書

（
１
）は
、
廃
止
の
理
由
と
し
て
、
高

齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
相
対

的
な
減
少
、
引
退
後
の
生
活
に
十
分

な
収
入
を
確
保
し
て
い
な
い
人
々
が

多
い
こ
と
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
健
康

の
維
持
や
社
会
的
な
有
益
性
な
ど
を

あ
げ
て
い
る（
２
）。

　

法
定
定
年
年
齢
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

労
働
者
に
は
引
退
時
期
に
関
す
る
選

択
の
自
由
を
、
ま
た
雇
用
主
に
は
既

存
の
継
続
就
業
に
か
か
わ
る
行
政
的

手
続
き
か
ら
の
自
由
を
提
供
す
る
、

と
い
う
の
が
政
府
の
基
本
的
な
主
張

だ
。
廃
止
以
降
は
、
年
齢
を
理
由
と

す
る
解
雇
は
年
齢
差
別
に
相
当
す
る

こ
と
に
な
り（
３
）、
通
常
の
解
雇
手

続
き
（
能
力
、
品
行
、
違
法
性
ま
た

は
他
の
実
質
的
な
理
由
に
よ
る
）
を

経
な
け
れ
ば
高
齢
従
業
員
を
解
雇
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
例

え
ば
業
務
内
容
が
高
齢
者
に
と
っ
て

困
難
で
あ
る
な
ど
、
客
観
的
な
妥
当

性
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
雇
用

主
は
定
年
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
定
年
年
齢
の
廃
止
と

併
せ
て
、
雇
用
主
に
対
す
る
六
カ
月

前
ま
で
の
通
知
義
務
や
、
定
年
年
齢

後
も
継
続
雇
用
を
希
望
す
る
権
利
な

ど
、
定
年
制
に
伴
う
規
制
も
廃
止
さ

れ
る
見
込
み
だ（
４
）。

　

な
お
、
政
府
は
定
年
年
齢
の
廃
止

と
並
ん
で
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
の

引
き
上
げ
を
前
政
権
の
計
画
よ
り
前

倒
し
で
実
施
す
る
方
針
を
固
め
て
い

る（
５
）。
定
年
年
齢
が
廃
止
さ
れ
れ

ば
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
に
達
し
た

労
働
者
が
引
き
続
き
働
き
続
け
て
一

定
の
収
入
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
を
対
象
と
す
る
補
助
的
給
付
の

削
減
や
受
給
延
期
な
ど
に
よ
り
、
財

政
負
担
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

政
府
案
に
対
し
て
、
経
営
者
団
体

の
間
か
ら
は
反
発
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
経
営
者
団
体
の
イ
ギ
リ
ス
産

業
連
盟
（
Ｃ
Ｂ
Ｉ
）
は
以
前
か
ら
、

法
定
定
年
年
齢
の
廃
止
に
反
対
し
て

い
た
。
す
で
に
多
く
の
企
業
が
定
年

制
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
利
用

し
て
い
る
企
業
も
多
く
の
場
合
、
継

続
就
業
の
希
望
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
た
め
、
廃
止
の
必
要
は
な
い
と
い

う
の
が
主
な
主
張
だ
。
さ
ら
に
今
回

の
政
府
案
に
つ
い
て
は
、
完
全
廃
止

ま
で
の
期
間
が
短
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、

企
業
の
側
で
は
十
分
な
準
備
が
で
き

ず
、
現
在
従
業
員
に
提
供
し
て
い
る

福
利
厚
生
の
維
持
が
困
難
に
な
る
な

ど
の
問
題
が
残
る
だ
ろ
う
、
と
し
て

い
る
。
ま
た
機
械
産
業
使
用
者
連
盟

（
Ｅ
Ｅ
Ｆ
）
は
、
高
齢
の
従
業
員
を

解
雇
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
主
側
が

職
務
遂
行
能
力
の
不
足
を
証
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
こ
れ
を

巡
っ
て
雇
用
裁
判
所
へ
の
申
し
立
て

が
急
増
す
る
こ
と
で
、
企
業
に
と
っ

て
負
担
が
増
す
可
能
性
を
危
惧
し
て

い
る
。
イ
ギ
リ
ス
商
工
会
議
所
（
Ｂ

Ｃ
Ｃ
）
も
、
多
く
の
企
業
が
現
在
の

定
年
年
齢
は
低
す
ぎ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
政
府
が
行
う
べ
き
は
定
年
年

齢
の
引
き
上
げ
で
あ
っ
て
そ
の
廃
止

で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
会
議

（
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
は
、
今
回
の
定
年
年
齢

の
廃
止
を
歓
迎
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

必
ず
し
も
す
べ
て
の
労
働
者
が
継
続

就
業
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

体
力
的
に
も
そ
れ
が
難
し
い
場
合
も

あ
る
と
し
て
、
適
正
な
年
金
の
支
給

が
不
要
と
な
る
こ
と
を
理
由
に
い
つ

ま
で
も
労
働
者
が
働
く
こ
と
を
期
待

す
る
よ
う
な
制
度
変
更
で
は
な
く
、

た
と
え
ば
短
時
間
勤
務
を
経
て
段
階

的
に
退
職
す
る
な
ど
労
働
者
の
選
択

肢
を
広
げ
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　

政
府
は
、
一
〇
月
ま
で
の
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見

に
対
し
て
、
一
一
月
に
回
答
文
書
を

取
り
ま
と
め
る
予
定
だ
。

〔
注
〕

１
．"P

h
asing ou

t th
e D

efau
lt 

R
etirem

ent A
ge - C

onsultation 
d
o
cu
m
en
t", D

ep
artm

en
t fo

r 
B
usiness, Innovation and S

kills, 
D
epartm

ent for W
ork and P

ensions

２
．
現
在
、
六
五
歳
未
満
の
成
人
と
六
五

歳
以
上
の
人
口
比
は
四
対
一
だ
が
、
一

〇
年
後
に
は
三
対
一
、
三
〇
年
後
に
は

二
対
一
に
な
る
と
政
府
は
予
測
し
て
い

る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
文
書
に
よ

れ
ば
、
高
齢
者
層
の
就
労
に
よ
る
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
へ
の
寄
与
は
一
％
程
度
と
み

ら
れ
（
イ
ギ
リ
ス
経
済
社
会
研
究
所
（
Ｎ

Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
）
の
推
計
に
よ
る
）、
高
齢
者

自
身
の
収
入
も
、
年
金
を
受
給
す
る
場

合
と
比
べ
て
三
〜
一
〇
％
増
加
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
併
せ
て
公
表
さ
れ
た
調
査
報

告
書
「"S

econd survey of em
ployers' 

policies, practices and preferences 
relating to age, 2010"

」（D
epartm

ent 
for B

usiness, Innovation and 
S
kills

）
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
定
年
制
を

利
用
し
て
い
る
国
内
の
事
業
所
は
全
体

の
三
二
％
、
雇
用
者
全
体
の
四
五
％
に

相
当
す
る
。
利
用
事
業
所
は
規
模
が
大

き
い
傾
向
に
あ
り
、
過
半
数
（
五
八
％
）

が
退
職
を
義
務
化
で
き
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。

３
．
高
齢
者
問
題
を
扱
う
非
営
利
団
体
が
、

定
年
制
を
容
認
す
る
現
行
の
年
齢
差
別

禁
止
法
制
は
Ｅ
Ｕ
法
に
反
す
る
と
し
て

政
府
を
提
訴
し
て
い
た
が
、
高
等
法
院

は
二
〇
〇
九
年
九
月
、
定
年
制
は
合
法

で
あ
る
と
し
て
こ
の
訴
え
を
退
け
て
い

る
（
本
誌
二
〇
〇
九
年
一
二
月
号
の
記

事
参
照
）。

４
．
た
だ
し
、
現
在
従
業
員
に
対
す
る
通

知
の
際
に
行
わ
れ
て
い
る
面
談
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
段
階
的
な
退
職
な
ど
に

つ
い
て
雇
用
主
と
従
業
員
が
合
意
す
る

上
で
有
益
な
ら
ば
、
定
年
年
齢
廃
止
後

も
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
通
じ
て
実
施
を

支
援
す
る
と
政
府
は
述
べ
て
い
る
。

５
．
前
政
権
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇

二
〇
年
ま
で
の
間
に
女
性
の
年
金
支
給

開
始
年
齢
を
男
性
と
同
じ
六
五
歳
に
引

き
上
げ
た
上
で
、
二
〇
二
四
年
か
ら
四

六
年
ま
で
の
期
間
で
順
次
六
八
歳
に
引

き
上
げ
る
と
し
て
い
た
。
新
政
権
は
、

男
性
に
つ
い
て
は
早
け
れ
ば
二
〇
一
六

年
、
女
性
は
二
〇
二
〇
年
に
、
そ
れ
ぞ

れ
六
六
歳
に
引
き
上
げ
る
見
込
み
。

【
参
考
資
料
】

D
epartm

ent for B
usiness, Innovation 

and S
kills

、D
epartm

ent for W
ork 

and P
ensions

、C
B
I

、E
E
F

、B
C
C

、

T
U
C

、B
B
C

　

各
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
国
際
研
究
部
）

ア
メ
リ
カ
①

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
日
本
自
動
車
メ
ー

カ
ー
組
織
化
の
背
景

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
（
全
米
自
動
車
労
組
）
は
、

六
月
一
六
日
に
開
か
れ
た
年
次
大
会

海
外
労
働
事
情
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で
、
ア
メ
リ
カ
に
進
出
し
て
い
る
日

本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
組
織
化
を

試
み
る
と
宣
言
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
七
月
一
二
日
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
両
州
の
ト
ヨ

タ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
一
部
で
ピ
ケ
を

は
る
と
い
う
直
接
行
動
に
出
た
。
同

日
に
は
、
ジ
ェ
シ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

牧
師
が
組
織
す
る
人
権
擁
護
団
体

R
ainbow

 P
ush C

oalition
と
統
一

行
動
を
と
る
こ
と
が
正
式
に
表
明
さ

れ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
出
来
事
は
無
関
係
に

起
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｕ
Ａ

Ｗ
に
限
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組

合
が
か
か
え
る
課
題
が
そ
の
背
景
に

あ
る
。

な
ぜ
今
組
織
化
な
の
か
？

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
が
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
対
す
る
組
織
化
を
大
規
模
に

試
み
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
の
ニ
ッ

サ
ン
、
ス
マ
ー
ナ
工
場
に
お
け
る
も

の
が
最
後
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
Ｕ

Ａ
Ｗ
は
日
本
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
組

織
化
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
か
。
そ
こ
に
は
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
組
織

化
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
自
動
車

メ
ー
カ
ー
と
の
団
体
交
渉
の
仕
組
み

を
守
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
日

本
自
動
車
が
北
米
市
場
シ
ェ
ア
を
伸

ば
す
一
方
で
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
従
業
員
が
未
組
織
の
ま
ま
で

あ
れ
ば
、
賃
金
決
定
に
お
け
る
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
が
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
移
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う

な
れ
ば
、
労
働
条
件
の
向
上
を
行
っ

て
き
た
団
体
交
渉
の
仕
組
み
は
意
味

を
失
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
状
況
を
防

ぐ
こ
と
が
、
日
本
自
動
車
メ
ー
カ
ー

組
織
化
の
大
き
な
理
由
だ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
組
合
の

結
成
は
日
本
の
よ
う
に
簡
単
で
は
な

い
。
ま
ず
、
労
働
組
合
結
成
を
求
め

る
署
名
カ
ー
ド
を
全
従
業
員
の
三
割

か
ら
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
時
点
で
、
経
営
側
が
労
働
組
合
の

成
立
を
認
め
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
、
経
営
側
が
承
諾
し
な
け
れ
ば
、

連
邦
政
府
機
関
で
あ
る
全
国
労
働
委

員
会
（
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
）
の
管
理
の
下
で
、

全
従
業
員
を
対
象
と
す
る
投
票
が
行

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ス
マ
ー
ナ
工
場
の
組
織
化
に
着
手

す
る
に
あ
た
っ
て
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
従
業

員
の
賛
成
票
が
過
半
数
を
超
え
る
と

の
情
報
を
事
前
に
得
て
い
た
。
し
か

し
、
実
際
に
投
票
が
行
わ
れ
る
と
組

合
結
成
が
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
失
敗
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
企
業
競
争

力
向
上
に
向
け
た
協
力
姿
勢
を
強
く

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
〇
九
年

に
は
Ｇ
Ｍ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
二
社

が
経
営
破
綻
に
陥
っ
た
。
こ
の
危
機

を
政
府
は
救
済
し
た
が
、
そ
の
一
方

で
団
体
交
渉
機
能
は
著
し
く
低
下
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
労
働

組
合
員
数
も
激
減
し
た
。
七
〇
年
代

に
一
五
〇
万
人
を
数
え
た
組
合
員
数

は
、
〇
八
年
に
五
〇
万
人
を
切
り
、

一
〇
年
に
は
三
五
万
人
に
落
ち
込
ん

だ
の
で
あ
る
。

　

〇
一
年
時
点
と
比
べ
る
と
、
今
回

の
組
織
化
は
大
き
く
状
況
が
異
な
っ

て
い
る
。
団
体
交
渉
機
能
の
回
復
以

前
の
問
題
と
し
て
、
経
営
が
破
綻
し

て
し
ま
え
ば
労
働
組
合
の
存
続
は
不

可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

新
し
い
組
織
化
戦
略

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
に
よ
る
、
企
業
競
争
力
向

上
に
向
け
た
経
営
側
へ
の
協
力
姿
勢

に
大
き
な
変
更
は
見
ら
れ
な
い
。
生

産
現
場
で
は
、
労
使
が
一
体
と
な
っ

て
日
本
的
な
生
産
様
式
の
導
入
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で

品
質
と
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
米
国

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
市
場
シ
ェ
ア
回

復
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
労
使
の
協
調
努
力
は
団
体
交
渉

の
手
順
を
経
ず
に
行
わ
れ
る
。
こ
の

た
め
、
団
体
交
渉
を
基
軸
と
す
る
労

働
運
動
の
仕
組
み
は
ま
す
ま
す
後
退

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
ト
ヨ
タ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で

ピ
ケ
を
は
っ
た
こ
と
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が

か
つ
て
の
よ
う
な
強
硬
路
線
に
戻
っ

た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
し

か
し
、
米
国
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の

労
使
協
調
が
進
ん
で
い
る
中
、
日
本

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
だ
け
対
決
型
の

労
使
関
係
に
戻
る
と
み
る
こ
と
は
不

自
然
で
あ
ろ
う
。む
し
ろ
、経
営
ト
ッ

プ
に
労
組
の
存
在
が
有
意
義
で
あ
る

と
認
識
さ
せ
る
こ
と
で
穏
健
に
組
織

化
を
進
め
た
い
意
向
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

も
う
一
つ
の
戦
略

　

組
織
化
以
外
の
戦
略
が
、
ジ
ェ

シ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
牧
師
が
組
織
す

る
人
権
擁
護
団
体
の
よ
う
な
進
歩
的

な
社
会
運
動
と
の
連
携
に
あ
る
。
Ｕ

Ａ
Ｗ
ボ
ブ
・
キ
ン
グ
会
長
は
、「
労
組

は
こ
れ
ま
で
社
会
正
義
の
問
題
に
つ

い
て
沈
黙
し
て
き
た
」
と
し
て
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
規
模
で
の
公
正
と
正
義
に

関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
出
来
う
る
限

り
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
だ
」
と

声
明
を
出
し
て
い
る
。

　

労
働
組
合
が
代
表
す
る
労
働
者
の

数
は
激
減
し
、
労
働
者
の
五
分
の
一

を
占
め
る
貧
困
レ
ベ
ル
（
表
）
以
下

層
の
組
織
率
は
五
％
程
度
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
、
一
般

的
に
非
正
規
で
産
業
、
企
業
、
業
種

間
を
頻
繁
に
異
動
し
、
小
規
模
事
業

主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

組
織
化
や
団
体
交
渉
を
通
じ
た
労
働

運
動
の
網
の
目
か
ら
こ
ぼ
れ
が
ち
で

あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
人
権
擁
護
団
体
な
ど
と
の
連
携

を
行
う
こ
と
や
、
未
組
織
労
働
者
も

労
働
組
合
の
メ
ン
バ
ー
と
す
る
と
い

う
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ

ム
戦
略（
注
）が
、
ア
メ
リ
カ
の
産
業

別
労
働
組
合
の
い
く
つ
か
で
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
回
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
とR

ainbow
 

P
ush C

oalition

と
の
連
携
も
そ
の

動
き
の
一
つ
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ジ
ャ
ク
ソ
ン
牧
師
も
、「
ト
ヨ
タ
を
始

め
と
し
た
外
国
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

従
業
員
の
組
織
化
に
協
力
す
る
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
出
す
な
ど
、
協
力
関

係
を
強
調
し
た
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
限
ら
ず
、

労
働
組
合
と
社
会
運
動
と
の
連
携
は

今
後
も
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る
。

〔
注
〕

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
と
は
、

F
reem

an, R
ichard B

 and R
ogers, 

Joel,

が
、
〇
二
年
六
月
二
四
日
付
、

T
he N

ation

誌

で 

〝A
 P
roposal to 

A
m
erican L

abor

〞 

と
題
す
る
記
事
の

中
で
提
唱
し
た
考
え
方
で
、
全
国
労
働

関
係
法
が
労
働
組
合
と
し
て
団
体
交
渉

を
認
め
る
労
働
者
で
な
く
と
も
労
働
組

合
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
権
利
擁
護
活
動

を
行
う
こ
と
こ
そ
が
労
働
組
合
の
活
力

回
復
方
法
で
あ
る
と
し
た
考
え
。

【
参
考
資
料
】

K
ing S

ays U
A
W
 S
tep
p
ing U

p 
A
ctivism

F
or Jobs, S

ocial Justice, R
ight to 

O
rganize, D

aily L
abor R

eport, July 
12, 2010ア

メ
リ
カ
②

全
国
調
停
委
員
会
（T

h
e 

N
a
tio
n
a
l M
e
d
ia
tio
n 

B
o
a
rd

）
が
労
働
組
合
結

成
に
関
す
る
投
票
ル
ー
ル
を

変
更

　

労
働
組
合
結
成
に
あ
た
り
、
従
来

は
従
業
員
全
員
の
過
半
数
が
賛
成
し

表　2009年貧困ガイドライン（年収）・48州及び
　　ワシントン特別区（アラスカ、ハワイを除く）

世帯人数 貧困ライン
1 $10,830
2 14,570
3 18,310
4 22,050
5 25,790
6 29,530
7 33,270
8 37,010

世帯人数が8人を超えると、1人につき $3,740を加算.
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な
け
れ
ば
結
成
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
投
票
総
数
の
う
ち
で
過

半
数
が
賛
成
す
れ
ば
良
い
と
の
制
度

変
更
が
七
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
変
更
に
よ
り
、
投
票
を
棄

権
し
た
従
業
員
が
自
動
的
に
組
合
結

成
に
反
対
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
改

め
ら
れ
る
た
め
、
組
合
結
成
に
有
利

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

雇
用
助
成
金
法
案
（Job G

rants 
B
ill

）
が
下
院
議
会
を
通
過
（
七

月
一
九
日
）

　

ア
メ
リ
カ
下
院
議
会
は
、
高
成
長

産
業
分
野
の
要
求
に
応
え
る
も
の
と

し
て
、
雇
用
助
成
金
法
案
（Job 

G
rants B

ill

）
を
可
決
し
た
。
内
容

は
、
地
域
の
産
業
や
企
業
ク
ラ
ス

タ
ー
を
単
位
と
し
て
、
職
業
訓
練
の

実
施
、
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
や
資
格
の

創
設
な
ど
を
行
な
う
場
合
に
年
間
最

大
で
二
五
万
ド
ル
を
上
限
と
す
る
助

成
金
を
連
邦
政
府
が
交
付
す
る
も
の
。

上
院
議
会
の
投
票
と
大
統
領
の
承
認

が
あ
れ
ば
成
立
す
る
。

失
業
保
険
給
付
延
長
法
案
が
成
立

　

七
月
二
二
日
、
ア
メ
リ
カ
上
院
議

会
が
失
業
保
険
給
付
延
長
法
案
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
て
、
大
統
領
が
同

法
案
を
承
認
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
失

業
保
険
は
開
始
か
ら
二
七
週
で
給
付

終
了
と
な
る
が
、
長
期
失
業
者
の
増

加
に
伴
い
〇
九
年
二
月
に
成
立
し
た

経
済
回
復
再
投
資
法
に
よ
っ
て
給
付

の
延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
今
回

の
措
置
は
、
経
済
回
復
再
投
資
法
が

一
一
月
三
○
日
に
期
限
切
れ
を
迎
え

る
こ
と
に
伴
う
も
の
。
莫
大
な
政
府

支
出
を
伴
う
た
め
共
和
党
議
員
か
ら

反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

ア
リ
ゾ
ナ
州
移
民
法
の
施
行
を
連

邦
地
裁
が
差
し
止
め

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
連
邦
地
裁
は
七
月

二
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
た
ア
リ
ゾ
ナ
州
移
民
法
が

連
邦
法
と
矛
盾
す
る
点
が
あ
る
と
し

て
二
八
日
に
差
し
止
め
た
。
ア
リ
ゾ

ナ
州
移
民
法
で
は
不
法
移
民
の
就
労

を
禁
じ
、
警
察
官
が
往
来
で
不
法
移

民
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
者
や
、
不
法

移
民
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
逮
捕
す

る
こ
と
も
可
能
と
し
て
い
た
。
一
方
、

連
邦
法
で
は
不
法
移
民
を
事
業
主
が

雇
用
す
る
こ
と
は
禁
じ
て
い
る
も
の

の
、
就
労
を
理
由
と
し
て
不
法
移
民

を
罰
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
正
当
に

賃
金
を
受
け
取
る
な
ど
の
労
働
者
と

し
て
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
州
法
に
対
す
る
連
邦
法
の

優
位
性
が
焦
点
と
な
り
、
差
し
止
め

の
判
断
と
な
っ
た
。

（
国
際
研
究
部　

山
崎　

憲
）

ド
イ
ツ

「
雇
用
へ
の
細
い
架
け
橋
」

―
 

Ｉ
Ａ
Ｂ
派
遣
労
働
調
査

　

労
働
市
場
・
職
業
研
究
所
（
Ｉ
Ａ

Ｂ
）
は
六
月
三
〇
日
、
派
遣
労
働
に

関
す
る
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
六
年
時
点
で

派
遣
労
働
を
し
て
い
た
人
の
う
ち
、

そ
れ
以
前
の
二
年
間
で
合
計
一
年
以

上
失
業
し
て
い
た
人
の
割
合
は
二

五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
以
後
二

年
間
で
の
割
合
は
一
七
％
に
減
っ
て

い
た
。Ｉ
Ａ
Ｂ
の
ヨ
ア
ヒ
ム
・
メ
ラ
ー

所
長
（Joachim

 M
öller

）
は
「
派

遣
労
働
は
、
太
く
は
な
い
が
、
安
定

雇
用
へ
の
細
い
架
け
橋
に
な
っ
て
い

る
」
と
語
る
。

労
働
市
場
と
の
接
点
と
し
て
機
能 

　

調
査
に
よ
る
と
、
派
遣
労
働
に
就

く
前
の
二
年
間
の
状
態
は
、
合
計
で

一
年
以
上
失
業
し
て
い
た
人
が
二

五
％
、
主
に
派
遣
労
働
者
と
し
て
就

業
し
て
い
た
人
が
一
八
％
、
主
に
派

遣
以
外
で
就
業
し
て
い
た
人（
注
）が

八
％
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
以
後

の
二
年
間
の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
一

七
％
、
三
一
％
、
二
五
％
と
な
っ
て

い
る
（
図
）。

　

メ
ラ
ー
所
長
に
よ
る
と
、
派
遣
労

働
の
雇
用
契
約
期
間
の
大
半
は
短
期

で
、
お
よ
そ
半
分
が
三
カ
月
以
内
と

い
う
。
同
氏
は
「
企
業
は
、
労
働
力

需
要
の
揺
れ
を
吸
収
す
る
た
め
に
派

遣
労
働
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
れ
は

正
規
従
業
員
を
保
護
す
る
た
め
で
も

あ
る
。
結
局
、
労
働
力
需
給
に
左
右

さ
れ
る
リ
ス
ク
を
負
う
の
は
派
遣
労

働
者
だ
」
と
し
つ
つ
も
、
労
働
市
場

と
の
接
点
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

と
く
に
長
期
失
業
者
に
対
し
、
派
遣

労
働
に
就
く
よ
う
勧
め
て
い
る
。

柔
軟
性
、
安
定
性
と
社
会
保
障
の

組
み
合
わ
せ
が
重
要

　

連
邦
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
よ

る
と
、
派
遣
労
働
者
数
は
二
〇
〇
八

年
六
月
に
は
八
〇
万
人
を
超
え
て
い

た
。こ
の
数
は
全
雇
用
労
働
者
の
二
・

三
％
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
経
済

危
機
の
た
め
二
〇
〇
九
年
五
月
ま
で

に
五
二
万
人
に
ま
で
激
減
し
た
。
二

〇
〇
九
年
上
半
期
を
通
じ
て
低
い
水

準
で
推
移
し
た
後
、
同
年
九
月
に
は

再
び
六
万
人
増
加
し
、
現
在
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。
主
な
派
遣
先
は
、
製

造
業
四
九
％
、建
設
業
一
〇
％
、サ
ー

ビ
ス
業
六
％
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
一
％
、

そ
の
他
三
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
は
、
主
に
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
、

介
護
な
ど
の
医
療
福
祉
分
野
で
需
要

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ａ
Ｂ
の
ウ
ル
リ
ヒ
・
ヴ
ァ
ル

ヴ
ァ
イ
副
所
長(U

lrich W
alw
ei)

は
「
労
働
市
場
政
策
で
成
果
を
上
げ
、

ド
イ
ツ
経
済
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、

派
遣
労
働
を
含
む
有
期
雇
用
や
労
働

時
間
貯
蓄
制
度
の
活
用
な
ど
、
様
々

な
形
で
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
際
に
大
切
な
の
は
、

柔
軟
性
と
安
定
性
、
そ
し
て
社
会
保

障
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

業
界
団
体
「
派
遣
自
体
が
雇
用
」

と
苦
言 

　

ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）

の
ア
ン
ネ
リ
ー
・
ブ
ン
テ
ン
バ
ッ
ハ

（A
nnelie B

untenbach

）
役
員
は

今
回
の
調
査
に
つ
い
て
「
派
遣
労
働

者
の
四
人
に
一
人
が
派
遣
以
外
の
仕

事
に
転
換
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
派

遣
労
働
が
正
規
採
用
に
つ
な
が
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

派
遣
労
働
の
ま
ま
働
く
人
も
増
え
て

い
る
。
実
際
に
業
務
を
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
し
て
、
二
〇
〜
二
五
％
ほ
ど

コ
ス
ト
が
安
い
派
遣
労
働
者
を
雇
う

企
業
が
増
え
て
お
り
、
結
局
は
給
料

の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　

一
方
、
派
遣
協
会
は
今
回
の
調
査

に
若
干
の
苦
言
を
呈
し
た
。
ド
イ
ツ

派
遣
協
会(

Ｂ
Ｚ
Ａ)

の
フ
ォ
ル

カ
ー
・
エ
ン
ケ
ル
ツ
会
長
（V

olker 

図　 2006年に派遣労働者だった人の前後
２年間における就業身分の割合 

注）主に＝2年間の合計で1年（365日）以上
　　 100％に足りない部分は、3つの主要なカテゴリー

に分類できない不連続な職業履歴を持つ派遣労働
者の割合である。

資料出所： 統合的職業履歴データセット（Integrierte 
Erwerbsbiografi en) 
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E
nkerts

）
は
「
我
々
は
、
日
ご
ろ

Ｉ
Ａ
Ｂ
の
調
査
結
果
や
数
値
に
疑
念

を
抱
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
今

回
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
派
遣
労
働

者
の
何
割
が
派
遣
以
外
に
転
換
し
た

か
を
調
べ
た
点
に
疑
問
を
感
じ
る
。

派
遣
労
働
は
そ
れ
自
体
が
『
雇
用
』

で
あ
り
、
正
規
採
用
と
い
っ
た
派
遣

以
外
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
前
提
で

あ
る
必
要
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

〔
注
〕

本
調
査
で
は
、「
派
遣
以
外
で
の
就
業
」
の

詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
Ｚ
Ｄ

Ｆ
の
報
道
で
は
「S

tabile  S
telle 

（
安

定
雇
用
）」
と
表
現
し
て
お
り
、
必
ず
し

も
正
規
従
業
員
だ
け
で
は
な
く
、
契
約

社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
含
ま

れ
る
と
思
わ
れ
る
。

【
参
考
資
料
】

IA
B
-K
urzbericht 13/2010

、 

Ｚ
Ｄ
Ｆ

（
二
〇
一
〇
年
六
月
三
〇
日
）、S

taffi  ng 
Industry A

nalysts

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

（
二
〇
一
〇
年
六
月
三
〇
日
）

（
国
際
研
究
部
）

フ
ラ
ン
ス

見
習
い
契
約
の
現
状―

「
Ｄ

ａ
ｒ
ｅ
ｓ
見
習
い
訓
練
制
度

報
告
書
」
か
ら

　

フ
ラ
ン
ス
に
は
就
労
促
進
を
目
的

と
し
た
支
援
制
度
が
多
種
あ
る
が
、

職
業
訓
練
と
雇
用
が
組
み
合
わ
さ
れ

た
制
度
の
総
称
を
特
殊
雇
用
契
約
と

い
う
。
特
殊
雇
用
契
約
の
一
形
態
で

あ
る
見
習
い
契
約
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
、
二
〇
一
〇
年
四
月
に
発
表

さ
れ
た
政
府
報
告
書（
１
）に
よ
り
明

ら
か
に
な
っ
た
。
報
告
書
に
よ
る
と

二
〇
〇
八
年
に
約
三
〇
万
件
の
見
習

い
契
約
が
新
た
に
締
結
さ
れ
た
。
こ

れ
は
前
年
比
七
％
増
に
当
た
る
。

見
習
い
契
約
と
は

　

見
習
い
契
約
（contrats d

’

apprentissage

）
は
、
企
業
内
で
の

職
業
訓
練
や
職
業
訓
練
機
関
で
の
研

修
を
通
じ
て
職
業
能
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
一
六
歳
以
上（
２
）

二
五
歳
以
下
の
若
年
層
を
対
象
と
し

た
特
殊
雇
用
契
約
の
一
つ
。
見
習
い

訓
練
生
は
、
職
業
教
育
や
技
術
教
育

の
免
状
、
技
師
資
格
や
認
定
資
格
に

よ
っ
て
そ
の
修
了
が
認
め
ら
れ
る
職

業
資
格
の
取
得
を
目
指
し
、
理
論
と

実
技
を
組
合
わ
れ
た
総
合
的
職
業
訓

練
を
受
け
る
。
ま
た
、
見
習
い
訓
練

生
に
は
年
齢
と
見
習
い
訓
練
経
過
期

間
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
た
給
与
が
支

給
さ
れ
る
。給
与
は
契
約
一
年
目（
一

六
歳
〜
一
七
歳
）
の
場
合
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ

（
法
定
最
低
賃
金
）
の
二
五
％
か
ら

契
約
三
年
目
以
降
（
二
〇
歳
以
上
）

の
場
合
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
七
八
％
ま
で
と

幅
が
あ
る
。
な
お
、
連
続
し
て
二
回

見
習
い
契
約
を
締
結
す
る
若
年
者
に

は
最
初
の
契
約
で
受
け
た
給
与
以
上

の
額
が
保
証
さ
れ
る
。
他
方
、
見
習

い
訓
練
生
と
契
約
す
る
使
用
者
は
、

民
間
、
公
共
セ
ク
タ
ー
を
問
わ
ず
社

会
保
険
料
が
免
除
さ
れ
、
国
お
よ
び

自
治
体
か
ら
助
成
金
を
受
け
る
。
契

約
期
間
は
見
習
い
訓
練
生
の
従
前
の

訓
練
過
程
と
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
決
定

さ
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
、
契
約
期
間

が
二
年
以
上
の
者
は
、
新
規
見
習
い

契
約
の
五
四
％
で
あ
っ
た
が
、
最
近

は
契
約
期
間
が
短
期
化
す
る
傾
向
に

あ
り
、
二
年
以
上
の
契
約
を
行
う

ケ
ー
ス
は
半
数
以
下
に
と
ど
ま
る
。

見
習
い
訓
練
生
の
主
要
使
用
者
は

零
細
企
業
が
ほ
と
ん
ど

　

見
習
い
契
約
の
特
徴
の
一
つ
は
契

約
の
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
企
業
で
締

結
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇

〇
八
年
に
お
け
る
従
業
員
数
一
〇
人

未
満
の
企
業
が
占
め
る
割
合
は
見
習

い
訓
練
生
の
五
九
％
を
占
め
て
い
る
。

た
だ
し
こ
れ
は
以
前
ほ
ど
の
集
中
は

見
ら
れ
な
い
。
小
規
模
企
業
の
占
め

る
割
合
は
二
〇
〇
七
年
比
で
三
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
た
。
見
習
い
契
約
の
利

用
度
が
高
い
の
は
小
規
模
企
業
の
多

い
農
産
物
加
工
業
、
商
業
、
個
人
向

け
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
セ
ク
タ
ー
で
あ

る
が
、
見
習
い
契
約
の
伸
び
率
は
大

規
模
企
業
の
方
が
高
い
（
前
年
比
一

三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）。
ま
た
、
公
的

部
門
で
の
締
結
数
は
、
お
よ
そ
七
〇

〇
〇
件(
二
〇
〇
八
年)

に
過
ぎ
な

か
っ
た
が
、
契
約
全
体
と
比
べ
る
と

伸
び
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

高
等
教
育
免
状
取
得
者
が
増
加

　

高
等
教
育
以
上
の
学
歴
を
持
つ
者

が
増
え
て
き
て
い
る
の
が
近
年
の
特

徴
と
も
言
え
る
。
新
規
見
習
い
契
約

全
体
に
占
め
る
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｂ
Ａ

Ｃ
）
レ
ベ
ル
以
上
の
学
歴
を
持
つ
若

年
者
の
割
合
は
、
二
〇
〇
八
年
は
前

年
比
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
二
七
％

と
な
っ
た
。
上
昇
率
は
商
業
、
企
業

向
け
サ
ー
ビ
ス
業
、
設
備
財
産
業
の

方
が
農
産
物
加
工
業
、
建
設
業
、
個

人
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
見
習

い
契
約
よ
り
高
い
。
こ
れ
は
後
者
の

セ
ク
タ
ー
が
、
職
業
教
育
修
了
免
状

（
Ｂ
Ｅ
Ｐ
）
の
最
終
年
ま
で
達
せ
ず

公
認
資
格
を
持
た
な
い
若
者
を
多
く

雇
っ
た
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。

女
性
の
若
年
見
習
い
訓
練
生
は
比

較
的
高
資
格

　

新
規
契
約
者
の
約
三
分
の
一
を
占

め
る
女
性
の
若
年
契
約
者
は
、
新
規

契
約
時
の
年
齢
が
高
く
資
格
も
比
較

的
高
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
女
性

契
約
者
の
う
ち
二
八
％
が
高
等
教
育

免
状
ま
た
は
資
格
の
取
得
を
目
指
し

て
い
る
（
男
性
契
約
者
は
一
八
％
）。

女
性
の
契
約
者
が
多
い
セ
ク
タ
ー
は

個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
（
六
一
％
）、

企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
（
三
八
％
）、

商
業
（
三
六
％
）
な
ど
、サ
ー
ビ
ス
・

商
業
分
野
に
集
中
し
て
お
り
、
農
業
、

工
業
、
建
設
業
分
野
に
は
少
な
い
。

特
殊
雇
用
契
約
の
増
加
に
期
待

　

特
殊
雇
用
契
約
は
主
に
若
年
者
雇

用
に
重
点
が
置
か
れ
た
支
援
制
度
で

あ
る
。
若
年
失
業
問
題
は
フ
ラ
ン
ス

の
雇
用
政
策
の
中
で
も
最
優
先
課
題

の
ひ
と
つ
。
二
〇
〇
九
年
に
は
総
額

一
三
億
ユ
ー
ロ
に
の
ぼ
る
緊
急
雇
用

対
策
が
六
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
た
。
見
習
い
契
約
に
関
し
て
は
、

見
習
い
を
採
用
し
た
企
業
に
対
し
て

助
成
金
を
支
給
、
社
会
保
険
料
雇
用

主
負
担
を
免
除
す
る
な
ど
対
策
の
大

き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ル
コ
ジ

大
統
領
は
今
年
五
月
一
〇
日
、
労
使

代
表
を
招
い
て
景
気
・
雇
用
対
策
の

協
議
を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
で
こ
の

緊
急
雇
用
対
策
の
延
長
を
決
め
た
。

見
習
い
契
約
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊

雇
用
契
約
の
増
加
で
失
業
の
増
大
に

歯
止
め
が
か
か
り
、
雇
用
が
好
転
す

る
こ
と
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。

〔
注
〕 

１
．D

ares A
nalyses,  A

vril2010, 
N
o.024

２
．
中
等
教
育
第
一
過
程
の
履
修
を
証
明

で
き
る
場
合
は
一
五
歳
以
下
で
も
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
資
料
出
所
】

Ｄ
ａ
ｒ
ｅ
ｓ
（
雇
用
省
統
計
局
）

（
国
際
研
究
部
）


